
特 集 【共助】
　「自分たちのまちは自分たちで守る」

写真＞十日町市立高山保育園年長組と十日町市消防団女性部「つくし」
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地
震
や
自
然
災
害
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
災
害
に
対
処
す
る
に
は
、
地

域
防
災
力
の
向
上
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
左
の
図
の
よ
う
に
「
自
助
・
共
助
・

公
助
」
の
連
携
に
よ
り
、
人
的
、
物
的
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
大
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
警
察
や
消
防
な
ど
公
的
機
関
が
行
う

活
動
【
公
助
】
は
交
通
網
の
寸
断
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
対
応
に
追
わ
れ
、

す
べ
て
に
手
が
回
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
個
人
の
力
で
災
害
に
備
え

る
【
自
助
】
と
と
も
に
、
地
域
で
の
助
け
合
い
【
共
助
】
に
よ
る
地
域
の
防

災
力
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

今
号
の
特
集
は
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、

地
域
が
担
っ
て
い
る
役
割
【
共
助
】
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

【
共
助
】

　

水
沢
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
水
沢
地
区

の
女
性
16
人
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

活
動
内
容
は
、
水
沢
地
区
の
防
火
広
報

パ
ト
ロ
ー
ル
、
小
学
校
や
老
人
ク
ラ
ブ
へ

出
向
き
防
火
講
話
や
初
期
消
火
訓
練
、
避

難
所
の
確
認
、
炊
き
出
し
訓
練
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
長
の
櫻
澤
秀
子
さ
ん
は
「
平
日
の
昼

間
は
男
性
が
仕
事
で
不
在
と
な
り
、
残
る

の
は
女
性
か
高
齢
者
。
そ
の
時
に
火
災
が

発
生
し
た
場
合
、
で
き
る
こ
と
は
初
期
消

火
く
ら
い
に
限
ら
れ
る
。
だ
か
ら
火
災
を

起
こ
さ
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
い

ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
消
火
器
の
操

作
が
で
き
る
よ
う
、
訓
練
を
投
げ
か
け
る
。

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
も
、

高
齢
者
住
宅
を
訪
問
し
、
近
所
付
き
合
い

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
親
身
に
な
っ
て
話
す

こ
と
が
で
き
、
設
置
し
て
も
ら
え
た
。
こ

の
よ
う
な
組
織
が
各
地
に
拡
が
っ
て
ほ
し

い
で
す
ね
。」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

水沢女性防火クラブ
会長　櫻澤秀子さん

水
沢
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

　家庭からの火災の発生を防止
するため、火災予防知識を習得
し、地域における連帯意識を強
め、防火思想の高揚を図ること
を目的とし、主な活動内容とし
て、 火 災 予 防 な ど の 広 報 活 動、
研修会、各種行事への参加など、
防火啓発活動を行います。

【地域防災力】

災害による被害を軽減する社会を
実現するためには３つの連携が必要

【自助】
自分と家族

【共助】
地域・町内会

【公助】
行政機関

市町 , 警察 , 消防
などの行政機関
　による活動

自 主 防 災 組 織
な ど 地 域 住 民
　が助け合う

自分と家族の安全
　は自分で守る

互いの連携

大規模災害発生時には特に
自分の身は自分で守る　　　【自助】
近くの人でお互い助け合う　【共助】
が重要となる。

　
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守

る
」。
こ
れ
が
、
地
域
を
守
る
最
も
効
果

的
な
方
法
で
す
。
そ
し
て
、
地
域
を
守
る

こ
と
は
、
自
分
を
守
る
こ
と
で
す
。  

　

地
震
が
発
生
し
、
自
分
や
家
族
が
生
き

埋
め
に
な
っ
た
と
き
、
そ
れ
に
気
付
き
、

救
出
活
動
を
始
め
て
く
れ
る
の
は
誰
で
し

ょ
う
か
？ 

　

地
震
の
よ
う
な
広
域
災
害
で
は
、
警
察

や
消
防
な
ど
の
防
災
機
関
は
、
同
時
に
す

べ
て
の
現
場
に
向
か
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
被
災
地
の
外
か
ら
の
応
援
部

隊
の
到
着
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
近

隣
の
み
な
さ
ん
が
救
出
し
て
く
れ
る
の
を

待
つ
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

　

で
は
、
誰
が
自
分
や
家
族
を
救
出
し
て

く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
そ
れ
は
地
域
の
住
民
で
す
。

　

災
害
時
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
平
常
時

に
お
い
て
も
密
接
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
中
で
、
予
防
啓
発
活
動
や
防
災
訓
練
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
、
近
隣
の
み

な
さ
ん
と
協
力
し
て
、
地
域
を
守
る
備
え

と
行
動
が
ま
さ
し
く【
共
助
】な
の
で
す
。 

特 集
　

西
部
地
区
自
主
防
災
・
防
犯
連
絡
会

は
、
旧
十
日
町
市
西
部
地
区
の
16
町
内

（
１
０
７
７
世
帯
）
で
構
成
さ
れ
、
地
区

防
災
訓
練
、
拍
子
木
を
用
い
た
防
火
広
報

や
震
災
時
の
町
内
一
時
避
難
先
を
記
載
し

た
防
災
マ
ッ
プ
の
各
世
帯
配
布
な
ど
の
防

災
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
長
の
庭
野
鉄
雄
さ
ん
は
「
地
域
の
安

心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
自
主
防

災
組
織
は
絶
対
に
必
要
で
あ
り
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
威
力
を
発
揮
で
き
な
け
れ
ば

意
味
が
な
い
。
毎
年
訓
練
を
続
け
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
、
あ
の
家
の
誰
々
は
足
が

不
自
由
、
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
な
ど
、

地
域
に
密
着
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
わ
か
る

こ
と
が
あ
る
。
地
域
全
体
で
協
力
し
、
特

に
高
齢
者
を
救
う
た
め
に
消
防
団
も
含
め

た
う
え
で
、
地
域
に
住
む
人
を
地
域
全
体

で
守
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。」
と
語
っ

て
い
ま
す
。

西
部
地
区

　
自
主
防
災
・
防
犯
連
絡
会

女性防火クラブとは
メモ

　住民一人ひとりが「自分の命
は自分で守る」そして、「自分た
ちの地域は自分たちで守る」と
いう考え方にたって自主的に防
災活動を行う組織のことをいい
自治会や町内会などの地域活動
の組織を生かして結成されるの
が一般的です。

自主防災組織（会）とは
メモ

西部地区自主防災・防犯連絡会
会長　庭野鉄雄さん

９
月
に
行
わ
れ
た
新
潟
県
・
十
日
町
市
総

合
防
災
訓
練
に
は
４
０
０
人
が
参
加
。

（
住
民
避
難
誘
導
訓
練
の
様
子
）

十
日
町
市
池
沢
地
区
で
高
齢
者
に
消
火
器

の
取
扱
い
を
指
導
す
る
様
子

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は

　
　
　
　
　
自
分
た
ち
で
守
る
」

住民によるバケツリレー

応急手当の普及指導

け
合
う

に
共

助

　

平
成
16
年
10
月
23
日
、
当
管
内
に
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
新
潟
県
中
越
地
震

以
降
、
管
内
で
は
地
域
の
振
興
会
・
町
内

会
が
中
心
と
な
り
、
自
主
防
災
組
織
（
会
）

や
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
な
ど
防
災
に
携
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
組
織
、
団
体
が
設
立
さ
れ
、

地
域
と
密
接
に
活
動
す
る
こ
と
で
共
助
の

強
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
い
く

つ
か
の
組
織
、
団
体
を
紹
介
し
ま
す
。



５　　　消防だより火の用心 消防だより火の用心　　     ４

消防団
地域防災をリードする

地域防災の要 　地域防災力を考える上で必要不可欠な消防団。
　地域のことをよく知っている消防団は、火災や震災時、地域に密着
した効果的な消火活動・救助活動を行うことができます。
　また、平常時においても、訓練のほか、応急手当の指導、広報活動など、
地域における消防防災のリーダーとして、重要な役割を担っています。

写真＜中里方面隊秋季消防演習

　

十
日
町
市
・
津
南
町
で
は
２
５
０
０
人

以
上
の
消
防
団
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
も

ち
な
が
ら
災
害
な
ど
の
対
応
に
あ
た
る
非

常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
、
行
政
の

一
部
【
公
助
】
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
こ
こ
で
は
地
域
密
着
型
の
消
防

団
の
役
割
と
し
て
【
共
助
】
と
し
て
考
え

ま
す
。

消
防
団

【
共
助
】
に
お
け
る
消
防
団
の
役
割

　

防
災
の
視
点
に
立
っ
て
の
地
域
づ
く
り

を
推
進
す
る
に
は
、
自
主
防
災
組
織
を
は

じ
め
と
す
る
地
域
住
民
が
、
行
政
や
消
防

本
部
・
消
防
署
や
消
防
団
で
構
成
す
る
消

防
機
関
と
の
緊
密
な
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

消
防
団
は
、
我
が
国
の
ほ
と
ん
ど
の
市

町
村
に
設
置
さ
れ
て
い
る
歴
史
あ
る
組
織

で
あ
り
、
防
災
機
関
の
中
で
最
も
地
域
に

密
着
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
る
と
と
も

に
、
防
災
面
に
お
い
て
十
分
な
訓
練
と
経

験
を
積
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
（
下
写
真
）、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

と
り
、
自
主
防
災
組
織
や
住
民
に
対
す
る

訓
練
指
導
、
防
災
啓
発
活
動
や
救
急
講
習

を
行
う
な
ど
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図

る
う
え
で
、
地
域
防
災
の
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

水防訓練 初期消火訓練指導 救急講習

十日町市消防団　津南町消防団の概要

消
防
団
の
防
火
衣
は

　
　
　
　
　
　
シ
ル
バ
ー
!!

１月　
４月　
　　　
　　　
５月　
６月　
６~ ７月　
９～ 10 月　
11 月　
12 月　

消防団員

防火衣

消防団員消防士

 1 団本部５方面隊 34 個分団
 実員 1,979 名
　　（内女性 28 名）
 車両 51 台

 1 団本部７個分団
 実員 585 名
　　（内女性 11 名）
 車両 14 台

平成 25 年 10 月 31 日現在

どこがちがうの？

消防士と消防団員の見分け方
「同じ服を着ていて見分けがつかない」ということを、

よく耳にします。確かに服装を見れば同じ色で分か
りにくいかもしれませんが、消防士と消防団員には
次のような違いがあります。

消防団消防署

マーク

活動服

消防士

  十日町地域広域事務組合
　　　消防団機構図

半てん

半
て
ん
を
着
て
い
る
の
は

　
　
　
　
　
　
　
消
防
団
!!

消防団員

背
中
で

　
見
分
け
る
!!

消
防
団

　
桜
型
!!

 十日町市消防団

 十日町方面隊 15 個分団 
 川西方面隊       ５個分団

 松代方面隊       ４個分団
 中里方面隊       ５個分団

 松之山方面隊   ５個分団

 団本部 
 女性部 

 津南町消防団

 ７個分団

 十日町地域広域事務組合

平成 24 年中消防団出動状況
十日町市
  消防団

火災　　　
救助　　　　
捜索　　　　
風水害等　　
演習・訓練　
特別警戒　　 
その他　　

18 回
２回
６回
２回

198 回
132 回

22 回

３回
０回
０回
０回

25 回
23 回
０回

15 回
２回
６回
２回

173 回
109 回

22 回

計津南町
消防団

 十日町市・津南町消防団合計
　　実員 2,564 名（内女性 39 名）
　　車両 65 台

消防団の主な年間行事等
消防出初式
新入団員教育訓練
幹部校外講習
春の火災予防運動防火広報
信濃川水防訓練
春季消防演習
ポンプ操法競技会
秋季消防演習
秋の火災予防運動防火広報
年末防火広報

 団本部 
 女性部 



除雪作業ここに注意

消防だより火の用心　　  ６７　　　消防だより火の用心

　冬本番を迎え、この地域では雪による事故や、寒さなどによる病気により尊
い命・財産が失われています…
　そのほとんどの原因が私たちのちょっとした不注意や油断によるものです。
　それらの事故や病気から身を守る方法について考えてみましょう！

毎年のことだから…と油断していませんか？ 冬の事故はここに注意しましょう！
　

寒
い
時
期
を
迎
え
、
暖
房
器
具

な
ど
火
の
取
扱
い
が
増
え
る
こ
と

で
、
火
災
の
発
生
が
多
く
な
り
ま

す
。
普
段
の
心
が
け
や
、
点
検
に

よ
り
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
雪
に
よ
り
出
入
口
が
塞

が
る
こ
と
で
、
避
難
が
困
難
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
屋
根
の
雪

下
ろ
し
、家
周
辺
の
除
雪
の
際
は
、

避
難
口
を
２
方
向
以
上
確
保
す
る

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

建
物
火
災
７
件
発
生
・
死
者
４
名

冬  の事故は ここ に注意しましょう！

毎  年のことだから…と油断していませんか？

　

せ
っ
か
く
設
置
し
た
の
に
正
常

に
作
動
し
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
…

　

点
検
方
法
は
引
き
ひ
も
を
引

く
、
ボ
タ
ン
を
押
す
な
ど
簡
単
に

で
き
る
の
で
、
定
期
的
に
作
動
確

認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

油
流
出
事
故
22
件

　
　
　

約
１
２
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
油
が
流
出

　

暖
房
器
具
を
使
用
す
る
季
節
に

な
り
、
家
庭
で
の
灯
油
の
使
用
が

増
え
る
と
、
油
漏
れ
事
故
が
多
発

し
ま
す
。

　

油
漏
れ
は
、
火
災
の
危
険
が
あ

る
ほ
か
、
土
壌
汚
染
、
水
質
汚
濁

な
ど
、
環
境
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。
事
故
の
原
因
は
、
不

注
意
や
施
設
の
管
理
不
十
分
に
よ

る
も
の
で
、
注
意
す
れ
ば
防
げ
る

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

油
漏
れ
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま

っ
た
ら
、
新
聞
紙
や
布
き
れ
な
ど

で
油
が
水
路
な
ど
に
流
れ
な
い
よ

う
応
急
処
置
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
最
寄
り
の
消
防
署
・
市
町
な

ど
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
す
み

や
か
な
通
報
で
、
被
害
の
拡
大
を

最
小
限
に
食
い
止
め
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

除
雪
に
関
係
す
る
救
急
搬
送
35
件
・
死
者
２
名

　

除
雪
中
の
事
故
に
よ
っ
て
毎
年

犠
牲
者
が
出
て
い
ま
す
。
昨
冬
は

35
件
の
救
急
搬
送
が
あ
り
、
死
者

が
２
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
除
雪

作
業
に
よ
り
、
疲
労
が
溜
ま
っ
た

り
、「
経
験
・
慣
れ
」
か
ら
く
る

油
断
が
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
１
人
で
作
業
す
る
こ
と

で
、
事
故
発
生
か
ら
発
見
さ
れ
る

ま
で
長
時
間
を
要
し
、
救
命
で
き

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。

　

シ
ー
ズ
ン
の
初
め
や
は
し
ご
を

登
る
な
ど
作
業
開
始
時
に
お
け
る

事
故
が
目
立
ち
ま
す
。
屋
根
に
上

が
る
前
に
屋
根
の
形
状
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
準
備
運
動
を
し
て

か
ら
除
雪
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
除
雪
機
に
挟
ま
れ
た

り
、
除
雪
機
に
詰
ま
っ
た
雪
を
除

去
す
る
際
の
事
故
も
発
生
し
て
い

ま
す
。
周
囲
の
状
況
を
よ
く
見
る

と
と
も
に
、
除
雪
機
の
回
転
部
分

に
手
を
入
れ
る
際
は
必
ず
エ
ン
ジ

ン
を
停
止
し
ま
し
ょ
う
。

入
浴
に
関
係
す
る
救
急
搬
送
49
件
・
死
者
13
名

・洗濯物はストーブの上や近くには絶対干さない

・給油の際は、ストーブを必ず消す

・薪ストーブの燃えが弱くなったり、煙突の継
   ぎ目から煙が出てきたら必ず点検を行う

・避難口を２方向（以上）確保する

・ホームタンクから小分け中はその場を離れない

・ホームタンクの下に防油堤を設置する

・除雪作業時には配管の周囲も確認する

・配管や給油口は定期的に点検する

・１人でしない、無理は絶対にしない
・屋根やはしごからの転落を防ぐために、足場  
   の確保、はしごの固定をしっかりする

・流雪溝、水路などの転落防止柵は外さない
・除雪機に雪が詰まったら除去作業は必ずエン
   ジン停止

火災はここに注意

　

暖
か
い
部
屋
か
ら
暖
房
の
効
い

て
い
な
い
脱
衣
所
に
入
り
、
脱
衣

を
す
る
。
更
に
、
暖
ま
っ
て
い
な

い
浴
室
に
入
れ
ば
凍
え
て
し
ま
い

ま
す
。
体
は
体
温
を
逃
す
ま
い
と

血
管
を
収
縮
し
、
血
圧
を
上
昇
さ

せ
ま
す
。
そ
し
て
い
き
な
り
熱
い

お
湯
に
入
る
と
更
に
血
圧
は
上
昇

し
ま
す
。
し
か
し
、
お
湯
の
中
で

体
が
温
ま
り
出
す
と
、
今
度
は
血

圧
は
急
激
に
下
が
り
始
め
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
大
き
な
温
度
変
化

は
心
臓
や
血
管
に
大
き
な
影
響
を

与
え
、
心
疾
患
や
脳
疾
患
を
発
症

さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
安
全

に
入
浴
を
す
る
た
め
に
温
度
管
理

に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
病
気
の
発
症
時
間
は
、

病
院
へ
行
っ
て
か
ら
の
処
置
に
大

き
く
関
係
し
ま
す
。
何
か
症
状
が

出
た
場
合
は
、
そ
の
発
症
時
間

を
救
急
隊
な
ど
に
伝
え
て
く
だ
さ

い
。

油流出ここに注意 油
流
出

急   

病

火   

災
除   

雪

少
な
く
と
も
１
年
に
１
回
は

　
　

作
動
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
！

住宅用火災警報器の
                             点検をしていますか？

ボタンを押す
ひもを引く

「
さ
、
さ
む
い
…
」

※タイトル、本文中の対象期間は平成 24 年 12 月から平成 25 年３月末日までの期間です

回転部分に手を入れる
際は必ずエンジン停止！

給油中の合言葉

　

屋
内
で
多
い
事
故
（
病
気
）
が
、

脱
衣
所
、
浴
室
内
で
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

昨
冬
、
脱
衣
所
、
浴
室
内
で
発

生
し
た
救
急
搬
送
は
49
件
で
死
者

が
13
名
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。（
全

て
65
歳
以
上
の
高
齢
者
）

　

高
齢
者
１
人
で
の
入
浴
時
は
、

こ
ま
め
に
声
を
か
け
、
事
故
防
止

と
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

冬  の 事故 を未然に防ぐために ここ に 注目！

入浴時ここに注意

・脱衣室に暖房、浴室は浴槽のふたをあらかじ
   め開けておくなど脱衣室、浴室を暖める

・熱いお湯にいきなり入らずお湯を体にかけ、  
   熱さに体をなじませてから湯船に入る

・多量飲酒後は入浴しない



消防だより火の用心　　  ８

消
防
だ
よ
り

　
　 

火
の
用
心

火災
予防

　

み
な
さ
ん
は
宝
く
じ
を
買
い
ま
す
か
？

　

私
は
今
ま
で
何
度
か
購
入
す
る
も
の
の

下
１
ケ
タ
の
数
字
し
か
当
た
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
…

　

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
昨
年
、
火
の
用
心

№
75
で
紹
介
し
た
津
南
町
の
笹
沢
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
に
活
動
服
一
式
が
（
財
）
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成

事
業
（
宝
く
じ
の
助
成
）
と
し
て
整
備
さ

れ
ま
し
た
。【
写
真
右
参
照
】

　

高
額
当
選
し
な
く
て
も
、
収
益
金
が
こ

う
し
た
活
動
に
有
効
的
に
使
わ
れ
る
と
思

う
と
「
当
た
ら
な
か
っ
た
け
ど
…
誰
か
の

役
に
立
っ
て
る
か
ら
い
い
か
！
」
と
思
う

の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
？
（
コ
バ
）

　

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
は
昭
和

47
年
に
発
足
し
、
今
年
度
で
40
周
年
を
迎

え
た
記
念
事
業
と
し
て
10
月
28
日
（
月
）

に
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
主
幹
の
山
﨑

登
氏
を
講
師
に
迎
え
「
こ
れ
か
ら
の
地
域

防
災
～
防
災
か
ら
減
災
へ
～
」
の
演
題
で

市
町
議
員
、
消
防
関
係
外
郭
団
体
、
行
政

職
員
、
消
防
職
・
団
員
な
ど
約
２
５
０
人

が
聴
講
し
ま
し
た
。

　

山
﨑
講
師
は
、
東
日
本
大
震
災
で
中
学

生
が
率
先
避
難
者
と
な
り
津
波
か
ら
多

く
の
命
を
救
い
「
釜
石
の
奇
跡
」
と
称
え

ら
れ
た
岩
手
県
釜
石
市
の
防
災
教
育
に

つ
い
て
触
れ
、「『
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
想

定
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
避
難
す
る
。
そ
の

状
況
で
最
善
を
尽
く
し
た
避
難
を
す
る
。

周
囲
の
人
の
反
応
を
待
た
ず
に
、
自
分
が

率
先
し
て
避
難
す
る
。』
と
い
う
防
災
教

育
の
心
得
を
繰
り
返
し
教
え
た
結
果
、
震

災
時
、
中
学
生
は
、
よ
り
安
全
な
場
所
へ

講演

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
　

発
足
40
周
年
記
念
講
演
会ＮＨＫ解説主幹  山﨑登講師

と
避
難
先
を
２
回
、
３
回
と
変
え
、
そ
の

際
も
周
囲
に
い
る
人
を
巻
き
込
ん
だ
避

難
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。」
と
、
防
災

教
育
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

防
災
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　

火
災
予
防
標
語
決
定

　

十
日
町
南
地
域
自
治
振
興
会
防
災
安

全
部
会
（
鈴
木
龍
次
部
会
長
）
は
、「
家

族
み
ん
な
で
標
語
を
作
っ
て
み
よ
う
！
」

と
題
し
、
南
地
域
（
川
治
地
区
）
住
民
へ

火
災
予
防
・
振
り
込
め
詐
欺
予
防
に
関
す

る
標
語
を
募
集
、
多
く
の
作
品
の
中
か
ら

特
別
賞
・
優
秀
賞
が
決
ま
り
、
10
月
６
日

川
治
公
民
館
に
お
い
て
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

火
災
予
防
標
語
の
特
別
賞
・
優
秀
賞
の

作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【特別賞】１作品
   ・怖いのは「うん、大丈夫」の思い込み
　　　　　　　　　　寝てから襲う火の恐怖
　　　　　　　　　　　　　　遠田　由美　さん

【優秀賞】４作品
   ・危ないと　いつも心に　火の用心
　　　　　　　　　　　　　　佐藤　佳代　さん
   ・消すまでは　その場をはなれず　火の用心
　　　　　　　　　　　　　　石田　松男　さん
   ・今一度　声出し点検　火のしまつ
　　　　　　　　　　　　　　遠田　信明　さん
   ・寝る前に　家族で確認　火の元を！
　　　　　　　　　　　　　　酒井　信秀　さん

幼年
消防

北
越
保
育
園
が
優
良

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
表
彰
受
賞

　

社
会
福
祉
法
人
北
越
福
祉
会
北
越
保

育
園
（
中
村
田
鶴
子
園
長
）
が
、
消
防
団

１
２
０
周
年
・
自
治
体
消
防
65
周
年
記
念

優
良
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
日
本
消
防
防
火
・
防
災
協

会
が
日
頃
か
ら
積
極
的
に
地
域
の
防
火

防
災
活
動
に
活
躍
し
て
い
る
模
範
的
な

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
贈
る
も
の
で
、
全
国

で
38
ク
ラ
ブ
、
新
潟
県
内
で
は
北
越
保
育

園
が
唯
一
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
越
保
育
園
は
、
防
火
パ
レ
ー
ド
、
老

人
ホ
ー
ム
や
消
防
ひ
ろ
ば
で
の
鼓
笛
隊

の
演
奏
披
露
な
ど
の
活
動
を
と
お
し
て

地
域
お
よ
び
幼
児
に
対
し
て
正
し
い
防

火
教
育
の
普
及
に
努
め
て
い
る
こ
と
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
村
園
長
は
、「
普
段
か
ら
地
道
に
や

っ
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
う
れ
し

い
。
保
護
者
や
地
域
の
み
な
さ
ん
の
協
力

が
あ
っ
て
こ
そ
の
受
賞
。
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
き
た
い
。」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

赤色灯

敬礼!!

表彰状と記念品を受け取る
中村園長と園児


